
(57)【要約】

【課題】直径が２ｍｍ～３ｍｍ程度しかない内視鏡用高

周波処置具でも、先端の水噴出口からの水の噴出方向を

可変に構成することができて、粘膜表面に付着している

汚液や血液等を効果的に洗浄することができる内視鏡用

高周波処置具を提供すること。

【解決手段】シース１の手元側からの操作によりシース

１の先端面１ａから前方に突出する状態に進退する棒状

の高周波電極４と、シース１の先端面１ａから前方に水

Ｗを噴出させるための水噴出口３ａとが並列に並んで配

置されて、水噴出口３ａから噴出される水Ｗがシース１

の先端から突出した状態の高周波電極４に引き寄せられ

てその噴出方向が曲げられるように、高周波電極４と水

噴出口３ａとの間の間隔ｅが設定され、水噴出口３ａか

ら水Ｗを噴出させて高周波電極４を進退させることによ

り、水噴出口３ａからの水Ｗの噴出方向が変化するよう

にした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先 端 部 分 に 、 上 記 シ ー ス の 手 元 側
か ら の 操 作 に よ り 上 記 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 突 出 す る 状 態 に 進 退 す る 棒 状 の 高 周 波 電
極 と 、 上 記 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 水 を 噴 出 さ せ る た め の 水 噴 出 口 と が 並 列 に 並 ん で 配
置 さ れ て 、
　 上 記 水 噴 出 口 か ら 噴 出 さ れ る 水 が 上 記 シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 し た 状 態 の 上 記 高 周 波 電 極
に 引 き 寄 せ ら れ て そ の 噴 出 方 向 が 曲 げ ら れ る よ う に 、 上 記 高 周 波 電 極 と 上 記 水 噴 出 口 と の
間 の 間 隔 が 設 定 さ れ 、
　 上 記 水 噴 出 口 か ら 水 を 噴 出 さ せ て 上 記 高 周 波 電 極 を 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 水 噴 出
口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 が 変 化 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 高 周 波 電 極 が 上 記 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 突 出 し 、 上 記 高 周 波 電 極 が
上 記 シ ー ス の 先 端 側 に 引 っ 込 ん だ 状 態 で は 上 記 水 噴 出 口 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 水 が 噴 出 す
る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 高 周 波 電 極 と 上 記 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 が ０ ． ５ ｍ ｍ を 越 え な い 範 囲 に あ る 請 求 項
１ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 高 周 波 電 極 と 上 記 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 請
求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 水 噴 出 口 か ら 噴 出 さ せ る 水 を 通 す た め の 送 水 路 が 上 記 シ ー ス 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に
形 成 さ れ て 、 上 記 送 水 路 の 断 面 形 状 が 先 端 部 分 で 変 わ る こ と な く 真 っ 直 ぐ に 上 記 シ ー ス の
先 端 面 に 開 口 し て 、 そ の 開 口 部 が 上 記 水 噴 出 口 に な っ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か
の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 シ ー ス が 、 複 数 の 貫 通 孔 が 軸 線 方 向 に 全 長 に わ た っ て 形 成 さ れ た 可 撓 性 の マ ル チ ル
ー メ ン チ ュ ー ブ で 形 成 さ れ て 、 上 記 複 数 の 貫 通 孔 の 中 の 一 つ の 貫 通 孔 が 上 記 送 水 路 に な っ
て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先 端 か ら 前 方 に 向 か
っ て 突 出 す る よ う に 進 退 操 作 さ れ る 棒 状 の 高 周 波 電 極 が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 内 の 粘 膜 組 織 等 を 切 開 ／ 凝 固 す る 処 置 を 行 う 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 処 置 対 象 と な
る 粘 膜 表 面 に 付 着 し て い る 汚 液 や 血 液 等 を 切 開 処 置 前 に 水 等 で 洗 い 流 せ る よ う に 構 成 す る
の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る
シ ー ス の 先 端 部 分 に 、 シ ー ス の 手 元 側 か ら の 操 作 に よ っ て シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 突 出
す る 状 態 に 進 退 す る 高 周 波 電 極 を 設 け る と 共 に 、 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 水 を 噴 出 さ せ
る た め の 水 噴 出 口 を 設 け た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ９ ２ ６ ８ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 粘 膜 表 面 に 付 着 し て い る 汚 液 や 血 液 等 を 効 果 的 に 洗 浄 す る た め に は 、 洗 浄 位 置 を 適 宜 移
動 さ せ る 必 要 が あ る 。
　 し か し 、 直 径 が ２ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 し か な い 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て 水 の 噴 出 方
向 を 可 変 に 構 成 す る こ と は 発 想 外 の こ と で 、 水 の 噴 出 方 向 を 手 元 側 か ら の 操 作 で 変 え る よ
う な こ と は で き な い 。 そ の た め 、 洗 浄 位 置 を 移 動 さ せ る た め に は 内 視 鏡 の 挿 入 部 全 体 を 移
動 さ せ る 必 要 が あ る の で 、 操 作 が 面 倒 で 観 察 視 野 も 移 動 し て し ま う 等 の 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 直 径 が ２ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 し か な い 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 で も 、 先 端
の 水 噴 出 口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 を 可 変 に 構 成 す る こ と が で き て 、 粘 膜 表 面 に 付 着 し て い る
汚 液 や 血 液 等 を 効 果 的 に 洗 浄 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ
ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先 端 部 分 に 、 シ ー ス の 手 元 側 か ら の 操 作 に よ り シ ー ス の 先
端 面 か ら 前 方 に 突 出 す る 状 態 に 進 退 す る 棒 状 の 高 周 波 電 極 と 、 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に
水 を 噴 出 さ せ る た め の 水 噴 出 口 と が 並 列 に 並 ん で 配 置 さ れ て 、 水 噴 出 口 か ら 噴 出 さ れ る 水
が シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 し た 状 態 の 高 周 波 電 極 に 引 き 寄 せ ら れ て そ の 噴 出 方 向 が 曲 げ ら れ
る よ う に 、 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 が 設 定 さ れ 、 水 噴 出 口 か ら 水 を 噴 出 さ せ て
高 周 波 電 極 を 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 水 噴 出 口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 が 変 化 す る よ う に し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 高 周 波 電 極 が シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 突 出 し 、 高 周 波 電 極 が シ ー ス
の 先 端 側 に 引 っ 込 ん だ 状 態 で は 水 噴 出 口 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 水 が 噴 出 す る よ う に し て も
よ く 、 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 が ０ ． ５ ｍ ｍ を 越 え な い 範 囲 に あ る の が よ く 、
高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 水 噴 出 口 か ら 噴 出 さ せ る 水 を 通 す た め の 送 水 路 が シ ー ス 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形
成 さ れ て 、 送 水 路 の 断 面 形 状 が 先 端 部 分 で 変 わ る こ と な く 真 っ 直 ぐ に シ ー ス の 先 端 面 に 開
口 し て 、 そ の 開 口 部 が 水 噴 出 口 に な っ て い る と よ く 、 そ の た め に は 、 シ ー ス が 、 複 数 の 貫
通 孔 が 軸 線 方 向 に 全 長 に わ た っ て 形 成 さ れ た 可 撓 性 の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で 形 成 さ れ
て 、 複 数 の 貫 通 孔 の 中 の 一 つ の 貫 通 孔 が 送 水 路 に な っ て い る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 水 噴 出 口 か ら 水 を 噴 出 さ せ て 高 周 波 電 極 を 進 退 さ せ る こ と に よ り 水 噴
出 口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 が 変 化 す る の で 、 直 径 が ２ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 し か な い 内 視 鏡 用 高
周 波 処 置 具 で も 、 先 端 の 水 噴 出 口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 を 可 変 に 構 成 す る こ と が で き て 、 粘
膜 表 面 に 付 着 し て い る 汚 液 や 血 液 等 を 効 果 的 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ 製 の シ ー ス の 先 端
部 分 に 、 シ ー ス の 手 元 側 か ら の 操 作 に よ り シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 突 出 す る 状 態 に 進 退
す る 棒 状 の 高 周 波 電 極 と 、 シ ー ス の 先 端 面 か ら 前 方 に 水 を 噴 出 さ せ る た め の 水 噴 出 口 と が
並 列 に 並 ん で 配 置 さ れ て 、 水 噴 出 口 か ら 噴 出 さ れ る 水 が シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 し た 状 態 の
高 周 波 電 極 に 引 き 寄 せ ら れ て そ の 噴 出 方 向 が 曲 げ ら れ る よ う に 、 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と
の 間 の 間 隔 が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ 、 水 噴 出 口 か ら 水 を 噴 出 さ せ て 高
周 波 電 極 を 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 水 噴 出 口 か ら の 水 の 噴 出 方 向 が 変 化 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ５ と 図 ６ は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 と 側 面 断 面 図 で あ り 、 例 え
ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 等 の よ う な 電 気 絶 縁 性 の 合 成 樹 脂 製 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る シ
ー ス １ は 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 自 在 な よ う に 、 直 径 が
２ ｍ ｍ 程 度 で 長 さ が １ ｍ ～ ２ ｍ 程 度 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ー ス １ は 、 図 ８ に 断 面 が 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ と 送 水 路 ３ の 二 つ の 貫 通 孔
が 軸 線 方 向 に 真 っ 直 ぐ に 並 列 に 形 成 さ れ た い わ ゆ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で あ り 、 ワ イ
ヤ 挿 通 孔 ２ と 送 水 路 ３ の 軸 線 位 置 は い ず れ も シ ー ス １ の 軸 線 １ ｘ の 位 置 に 対 し て 偏 心 し た
位 置 に 、 各 々 全 長 に わ た っ て 一 定 の 径 で 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 シ ー ス １ の 軸 線 １ ｘ は
ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ 内 に 含 ま れ る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 戻 っ て 、 シ ー ス １ の 先 端 に は 、 棒 状 の 高 周 波 電 極 ４ が シ ー ス １ の 先 端 面
１ ａ か ら 突 没 自 在 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 高 周 波 電 極 ４ を 突 没 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ０
が シ ー ス １ の 基 端 側 （ 即 ち 、 手 元 側 ） に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 シ ー ス １ の ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ 内 に は 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 撚 り 線 等 か ら な る 導 電 性 の 操 作 ワ
イ ヤ ５ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 そ の 先 端 に 高 周 波 電
極 ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 高 周 波 電 極 ４ の 基 端 は 、 操 作 部 １ ０ の 操 作 部 本 体 １ １ に 対 し て ス ラ イ ド 操 作 自 在 に 設 け
ら れ た ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ に 連 結 さ れ て お り 、 ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ を 操 作 す る こ と に
よ り 操 作 ワ イ ヤ ５ を 介 し て 高 周 波 電 極 ４ を シ ー ス １ の 先 端 か ら 突 没 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ に 配 置 さ れ た 接 続 端 子 １ ３ に 図 示 さ れ て い な い 高 周 波 電 源 コ
ー ド を 接 続 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を 介 し て 高 周 波 電 極 ４ に 高 周 波 電 流 を 通 電 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ー ス １ の 送 水 路 ３ の 基 端 側 は 、 操 作 部 １ ０ に 配 置 さ れ た 注 水 口 金 １ ４ に 接 続 チ ュ ー ブ
１ ５ を 介 し て 連 通 接 続 さ れ て お り 、 図 示 さ れ て い な い 注 水 具 等 を 注 水 口 金 １ ４ に 接 続 す る
こ と に よ り 、 シ ー ス １ の 最 先 端 面 に 位 置 す る 送 水 路 ３ 先 端 の 水 噴 出 口 ３ ａ か ら 前 方 に 水 等
を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は シ ー ス １ の 先 端 付 近 を 示 し て お り 、 図 ９ は そ の IX－ IX断 面 図 、 図 １ ０ は Ｘ － Ｘ 断
面 図 で あ る 。 高 周 波 電 極 ４ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 棒 材 等 の よ う な 導 電 性 の 真 っ 直 ぐ な 金
属 棒 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 こ の 実 施 例 の 高 周 波 電 極 ４ は 先 端 が 尖 っ て い な い が 、 先 端 が
尖 っ た も の で あ っ て も よ く 、 パ イ プ 状 の も の 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の よ う な 高 周 波 電 極 ４ は 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 部 分 に 他 の
連 結 部 材 を 用 い る こ と な く 互 い の 側 面 ど う し （ 即 ち 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 最 先 端 部 分 の 側 面 と
高 周 波 電 極 ４ の 後 寄 り の 部 分 の 側 面 ） を 例 え ば 銀 ロ ー 付 け ７ 等 に よ り 平 行 の 向 き に 直 接 固
着 し て 連 結 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 を シ ー ス １ の ワ イ ヤ
挿 通 孔 ２ 内 に 効 率 よ く 収 容 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の よ う な 高 周 波 電 極 ４ を 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 進 退 動 作 に よ っ て 単 純 に シ ー ス １ の 先 端 か
ら 突 没 さ せ る と 、 高 周 波 電 極 ４ の 位 置 が 振 ら つ い て し ま っ て 非 常 に 使 い に く い も の に な っ
て し ま う 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 高 周 波 電 極 ４ の 振 ら つ き を 規 制 す る た め の 電 極 振 ら つ き 規
制 部 材 ６ が ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ の 最 先 端 部 分 内 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 極 振 ら つ き 規 制 部 材 ６ は 単 体 の 斜 視 図 で あ る 図 １ ２ に も 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ 挿 通
孔 ２ 内 に ピ ッ タ リ と 嵌 め 込 ま れ る 大 き さ の 円 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 高 周 波 電 極
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４ が 進 退 自 在 に 通 さ れ て 操 作 ワ イ ヤ ５ は 通 る こ と が で き な い 径 の 電 極 ガ イ ド 孔 ６ ａ が 縁 部
付 近 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ て い て 、 電 極 ガ イ ド 孔 ６ ａ に 嵌 挿 さ れ た 高 周 波 電 極 ４ を
、 振 ら つ か な い 状 態 で 軸 線 方 向 に の み ス ム ー ズ に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 電 極 ガ イ ド 孔 ６ ａ は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 電 極 振 ら つ き 規 制 部 材 ６ が ワ イ ヤ
挿 通 孔 ２ の 最 先 端 部 分 内 に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 の と き に シ ー ス １ と 軸 線 が 合 致 す る 位 置 に 形
成 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 電 極 ガ イ ド 孔 ６ ａ 内 に 位 置 す る 高 周 波 電 極 ４ の 軸 線 ４ ｘ の 位 置
が シ ー ス １ の 軸 線 １ ｘ の 位 置 と 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 操 作 部 １ ０ に お い て 操 作 ワ イ ヤ ５ を 進 退 操 作 す る と 、 先 端 部 分 の 外 観 図 で
あ る 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 高 周 波 電 極 ４ が シ ー ス １ の 先 端 面 １ ａ の 軸 線 １ ｘ 位 置 か ら
前 方 に 振 ら つ く こ と な く 真 っ 直 ぐ に 突 没 し 、 高 周 波 電 極 ４ の 最 大 突 出 長 は 、 図 ７ に 示 さ れ
る よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 が 電 極 振 ら つ き 規 制 部 材 ６ の 後 端 面 に 当 接 す る こ と に よ り
規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 水 噴 出 口 ３ ａ は 、 送 水 路 ３ の 先 端 部 分 に
口 金 等 を 設 け る こ と な く 、 し た が っ て 送 水 路 ３ の 断 面 形 状 の ま ま シ ー ス １ の 先 端 面 １ ａ に
開 口 形 成 さ れ た も の で あ り 、 高 周 波 電 極 ４ の 突 没 状 態 に 関 係 な く 水 を 噴 出 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 高 周 波 電 極 ４ が シ ー ス １ の 先 端 内 に 引 っ 込 め ら れ た 状 態 で 水 噴 出 口 ３ ａ か ら 噴
出 水 Ｗ が 噴 出 し て い る 状 態 を 示 し て お り 、 噴 出 水 Ｗ は 送 水 路 ３ の 径 を そ の ま ま 維 持 し た 状
態 で 真 っ 直 ぐ に 前 方 に 向 か っ て 噴 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に 、 シ ー ス １ が マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で 形 成 さ れ て い て 送 水 路 ３ に は 径 変 化 が な く
、 送 水 路 ３ の 断 面 形 状 が 先 端 部 分 で 全 く 変 わ る こ と な く 真 っ 直 ぐ に 水 噴 出 口 ３ ａ で 開 口 し
て い る の で 、 噴 出 水 Ｗ が 長 い 距 離 に わ た っ て 広 が っ た り せ ず 円 柱 状 の 状 態 を 維 持 す る 。 し
た が っ て 、 粘 膜 表 面 の 汚 物 や 血 液 等 を 強 力 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 、 高 周 波 電 極 ４ を シ ー ス １ の 先 端 面 １ ａ か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 水 噴 出 口 ３ ａ か ら
噴 出 水 Ｗ が 噴 出 し て い る 状 態 を 示 し て お り 、 水 噴 出 口 ３ ａ か ら 噴 出 さ れ る 噴 出 水 Ｗ が 、 シ
ー ス １ の 先 端 面 １ ａ か ら 突 出 し た 状 態 の 高 周 波 電 極 ４ に 引 き 寄 せ ら れ て 噴 出 水 Ｗ の 噴 出 方
向 が 高 周 波 電 極 ４ 側 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ と 図 ２ は い ず れ も 現 物 を 写 真 撮 影 し た も の を そ の ま ま 図 面 化 し た も の で あ り 、 図 ２
に 示 さ れ る よ う に 噴 出 水 Ｗ が 高 周 波 電 極 ４ に 引 き 寄 せ ら れ て 噴 出 方 向 が 曲 げ ら れ て も 、 噴
出 水 Ｗ は 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 噴 出 す る 場 合 と 変 わ ら な い 円 柱 状 を 保 っ て い て 周 囲 に 広 が っ た
状 態 に な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 こ の 場 合 で も 粘 膜 表 面 の 汚 物 や 血 液 等 を 強 力 に 洗 浄 す る こ と が で き 、 本 発
明 に よ り 、 直 径 が ２ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 し か な い 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 で も 、 噴 出 水 Ｗ の 噴
出 方 向 を 確 実 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 水 噴 出 口 ３ ａ の 前 方 を 遮 る こ と な く 噴 出 水 Ｗ の 本 来 の 噴 出 方 向 に 対 し て 平
行 に 高 周 波 電 極 ４ を 突 出 さ せ る こ と に よ り 噴 出 水 Ｗ が 高 周 波 電 極 ４ に 引 き 寄 せ ら れ て 曲 が
る の は 、 高 周 波 電 極 ４ と 平 行 に 流 体 （ 噴 出 水 Ｗ ） が 流 れ る こ と に よ り そ の 間 の 空 間 が 負 圧
に な っ て 噴 出 水 Ｗ が 高 周 波 電 極 ４ 側 に 寄 せ ら れ 、 そ れ に よ っ て 噴 出 水 Ｗ が 高 周 波 電 極 ４ に
触 れ る と 、 そ の 後 は 水 の 表 面 張 力 に よ り 噴 出 水 Ｗ が 高 周 波 電 極 ４ に く っ つ い た 状 態 に な る
こ と に よ る と 思 わ れ る 。 な お 、 噴 出 水 Ｗ の 曲 が り 角 度 は ５ ° ～ ３ ０ ° 程 度 の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 高 周 波 電 極 ４ と 水 噴 出 口 ３ ａ と の 間 の 間 隔 ｅ を 変 化 さ せ た 場 合 に 、 先
端 面 １ ａ か ら の 高 周 波 電 極 ４ の 突 出 長 Ｌ を ど の 程 度 に す る と 噴 出 水 Ｗ が 曲 が る か を 実 験 し
た と き の 実 験 結 果 を 示 し て お り 、 高 周 波 電 極 ４ の 直 径 ｄ は ｄ ＝ ０ ． ３ ３ ｍ ｍ 、 水 噴 出 口 ３
ａ の 直 径 Ｄ は Ｄ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 実 験 結 果 か ら 、 高 周 波 電 極 ４ と 水 噴 出 口 ３ ａ と の 間 の 間 隔 ｅ が ０ ． ５ ｍ ｍ を 越 え な
い （ ｅ ≦ ０ ． ５ ｍ ｍ ） 範 囲 に あ る 必 要 が あ り 、 ｅ が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 以 下 で は 噴 出 水 Ｗ の 状 態
が 不 安 定 で 高 周 波 電 極 ４ を ほ と ん ど 突 出 さ せ な く て も 噴 出 水 Ｗ が 曲 が っ た り す る の で 、 高
周 波 電 極 ４ と 水 噴 出 口 ３ ａ と の 間 の 間 隔 ｅ は ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 す る の
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 高 周 波 電 極 ４ は シ ー ス
１ 側 に 引 っ 込 め ら れ た 状 態 の と き に 必 ず し も シ ー ス １ 内 に 完 全 に 没 入 す る 必 要 は な く 、 噴
出 水 Ｗ の 噴 出 方 向 を 曲 げ な い 範 囲 ま で 引 っ 込 め ら れ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 噴 出 水 が 曲 が っ た 状 態 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 噴 出 水 が 真 っ 直 ぐ な 状 態 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 と 先 端 面 か ら 噴 出 す る 噴 出
水 の 曲 が り 発 生 と の 関 係 を 明 ら か に す る 実 験 に 用 い ら れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 先 端 部 分
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔 と 先 端 面 か ら 噴 出 す る 噴 出
水 の 曲 が り 発 生 と の 関 係 を 明 ら か に す る 実 験 の 実 験 結 果 を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の シ ー ス を 構 成 す る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ
ー ブ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 図 ７ に お け る IX－ IX断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 図 ７ に お け る Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 ワ イ ヤ と 高 周 波 電 極 と の 連 結 部
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 電 極 振 ら つ き 規 制 部 材 の 単 体 の 斜 視
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 付 近 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ 　 シ ー ス
　 １ ａ 　 先 端 面
　 ３ 　 送 水 路
　 ３ ａ 　 水 噴 出 口
　 ４ 　 高 周 波 電 極
　 ｅ 　 高 周 波 電 極 と 水 噴 出 口 と の 間 の 間 隔
　 Ｗ 　 噴 出 水
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ ２ 】
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